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安藤和会員によるプリントの明部再現の比較研究

Digitable 基礎講座 2011　第 10 回
Photoshop CAMERA RAW による RAW 画像処理：
高木大輔講師
Photoshop で RAW データを現像するときに使うのが
｢CameraRaw｣ というプラグイン ｡
次第にバージョンアップを重ね、明るさや色調といった基
本的な調整はもちろん ､ レンズ収差の補正など豊富な調整
機能をも備えてきた ｡
カメラメーカー各社の RAW データに加え ､Adobe Bridge
を経由すれば、JPEG や TIFF 形式のデータも調整可能で
､DNG 形式で保存すれば RAW データと同じ感覚で調整を
繰り返せる ｡CameraRaw5.0 以降では「補正ブラシ」や「段
階フィルター」が使用可能となり、他の RAW ソフトでは
対応できなかった部分補正に対応出来るようになったのが
強みだ ｡
基本調整の特長の一つに強力な補助光効果がある。明部や
中間調にほとんど影響を与えずに、暗部だけに補正効果が
適用される。他のソフトやトーンカーブで対処するよりも
上がりもよいようだ。あたかもレフ板使用したような効果
で暗部を明るく補正できる。
筆者の場合仕事柄、RAW 現像後にブラシやグラデ―ショ
ンを利用した部分補正を使用することが多く例えば、

「SILKYPIX による RAW 調整工程」→（ 画像書き出し後）
「Photoshop による修正工程」といった二段階のフローに

ならざるを得ない。Photoshop Camera RAW を使用すれ
ば、「補正ブラシ」や「段階フィルター」が RAW 調整の段
階で使用可能で、部分補正ののほとんどが RAW 調整の段
階で解消できることになり、一工程で済むことになる。ま
た RAW 調整のタグとして書きこまれるだけなので、後戻
りも含め何回でも繰り返すことが出来、元の画像を痛めな
いまま保管できる（＝非破壊編集）。
他ソフトとの長所短所を比べながら、自分なりの RAW 画
像処理のフローを探って欲しい。
********************************************************

●ツールバー
ズームツール
写真を拡大 ･縮小表示するためのツール｡

写真の一部をドラッグして範囲選択すると､ そ
の範網を一気に拡大表示することも可能

手のひらツール
手のひらでつまむようにして写真の表示位

置を動かすツール｡ 拡大表示したまま写真の隅々
まで確辞したいときに使う

ホワイトバランスツール
ホワイトバランスを調整するツール｡

本ツールでクリックした部分を基準に写真のホ
ワイトバランスを自動補正する

カラーサンプラーツール
クリックした箇所のカラー情報 (RGB 億 )

を最大 9つまで記憶できる｡ 色調を調整すると
きに重宝する

ターゲット調整ツール
写真の調整したい部分をドラッグするだけ

で､ その部分の明るさや色味､ 輝度を直感的に
調盤できる

切り抜きツール
写真をトリミングしたいときにドラッグし

た範囲内を切り抜ける｡ 縦横比の固定したトリ
ミングにも対応

角度補正ツール
ドラッグして描いた直線に合わせて､ 写真

の水平あるいは垂直を自動的に補正してくれる

スポット修正
画像に写り込んだ不要なゴミをワンクリッ

クで消去できるツール｡ 周岡の絵柄になじむよ
うに自動的に修整してくれる

赤目修整
ストロボで機影した際に発生しやすい赤目

写真を補正するツール｡ 瞳をドラッグして範囲
選択するだけで自動的に修整する

補正ブラシ
ブラシでなぞった部分に対して､ 明るさや

彩度､ 明瞭度などを調整することができるツー
ル｡ 部分的な調整に重宝する

段階フィルター
選択した範囲にグラデーションの効果をか

けて調整できるツール｡ 例えば､ 青空の階調を
段階的に調整したいときなどに効果的

○ CAMERA RAW6.0　 機能別ウィンド（図 189）

●各種パネル
基本補正パネル
ホワイトバランスや露光量、コントラスト、

彩度など､ 写真の色綱や明るさといった基本的
な調整を行う

トーンカ - ブパネル
トーンカ - ブによる階調補正を行う｡ 階調

毎の大まかな調整の他､ トーンカ - ブを自由に操
作して細かな調整も可能

ディテールパネル
輪郭をクッキリさせるシャープの調整や、

高感度で嬢形したときに発生したノイズを軽減
させることが出来る

HSL/ グレースケールパネル
色城ごこととにが色相 ･彩度 ･輝度を個別

に調整できる｡
またこのパネルでは､ 写真をモノクロ化して濃
淡の調整も可能だ

明暗別色補正パネル
ハイライト部とシャドウ部ををだ別々に調

整して特殊効果を狙った写真がつくれる。
モノクロ写真に着色することも可能

収差補正パネル
レンズの色収差の軽減や周辺光量補正を行

う。Ver.6.1 では「レンズ補正」パネルと一新され、
歪曲収差補正にも対応した

効果パネル
銀塩フィルムで撮影したような粒状感を施

したりトリミングした写真の周辺光量をコント
ロール可能

カメラキャリブレーションパネル
プリセットから自分で好みの発色を選べた

り、カメラ特有の発色をカスタマイズ出来る。
異なるカメラ間でもい色味を統一させたい場合
にも便利

プリセットパネル
RAW現像の内容をここに登録しておけば､

その現像プリセットを他の写真にワンクリック
で適用できる

スナップショットパネル
CameraRaw での現像過程を記録できる｡

現像をやり直したいときや､ 数パターンに分け
て現像したいときに便利

●環境設定
XMPファイルの保存先やDNGフアイルにこ埋め
込む JPEG プレビューの更新など､ CameraRaw
の ｢環境設定｣ ダイアログはここから呼び出せ
る

● 画像を保存
RAW現像が完了した写真を保存する
際､ このボタンをクリックしてファイ
ル形式や保存先などの詳細設定を行う

●写真を回転
写真を回転させるときに使うツール｡ クリック
するごとに時計回り､ もしくは反時計回りに写
真を 90 度回転させることができる

●ワークフローオプション
CameraRaw で調整した画像を保存ま
たは完了させるときにカラ―スペース
やピクセルサイズ、解像度などを設
定出来る

●画像を開く
CameraRaw で 現 像 し た 画 像 を
Photoshop に受け渡して、さらにレ
タッチを続ける場合にクリックする

●プレビュー
ここにチェックを入れると､ 現在調整中の効果
が写真に反映される。
調整前の写真と調整後の写真を比較したいとき
に使うと便利

●フルスクリーンモード
CameraRaw の画面をフルスクリーン表示もしく
はウインドウ表示に切り替え可能。
現像作業 l こ集中したいときはフルスクリ - ン表
示に切り替えよう

●ヒストグラム
写真の輝度分布がグラフで視覚的に表示される。
CarneraRaw で調整した結果はこのヒストグラム
に反映されるので調整値の参考に便利

●撮影情報
絞りやシャッタースピード､ lSO 感度､ 焦点距な
ど写真の撮影情報がここに表示される

テキストで使われた詳細な CameraRAW の機能一
覧の解説ページ

Nikon D700 ＋アクティブ D ライティング

CameraRAW による強力な補助光効果

▲
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今年度は以上！　2012 年度の頑張りましょう☆　DIGITABLE 基礎講座 2011/3/17：高木大輔

残 り の 時 間 で は い く つ か の 画 像 調 整 を
SILKYPIX と Camera Raw の 両 方 で 調 整 し、
比較検討してみたい。
両ソフトでの長所短所を比べながら、自分な
りの RAW 画像処理のフローを探って欲しい。
■透明アクリル体の撮影
肉厚のアクリル板に細密なレリーフが刻まれ
ている。無色で彫りも浅いため、角度によっ
てはほとんど写って来ない状態だ。
→中央部のレリーフ部分をコントラストを極
端に上げた状態に部分補正する必要がある。
■お菓子の撮影（夏のお中元カタログ用）
撮りっ放しでは画面の奥行きがなく、季節感
も弱い。お菓子の色も部分的に調整の必要が
ある。
その他
■屋外スナップ（神社裏の日陰表現）
■屋外風景（樹木の幹の描写）
などにも触れてみたい。

図 203：透明体：現像後調整レイヤーによる調整

図 204：透明体：Camera Raw による調整

図 205/206：お菓子の撮りっ放し画像と調整後の画像：夏の季節感が出た！ 図 207：左の調整レイヤー

図 208：Camera Raw での調整手順　209：基本調整中の画面　　　　　　210：段階フィルターを使用中

図 211/212：調整レイヤーによる日陰調整 図 213/214：Camera Raw の補助光効果による調整

調整レイヤー（左）と CameraRAW による部分補正
の比較　アクリルに刻まれた模様を再現している



参加者全員による “ライト二ングトーク”
（各自持ち時間 5 分）

KM さんは京都、若狭の撮影紀行について。
TM さんは小物商品の合成撮りのポイントを披露。
ST さんは写真塾での作品展の案内。
IF さんは毎朝の撮影散歩にモノクロモードを取りいれた。
AY さんはクリスピアでのモノクロ作品のハイライトの “白
抜け” に対する試行錯誤を報告。
MM さんは多重露光での写真をプリントで。
KS 年齢の節目での雑感を語ってくれた。
…
尚、ライト二ングトークを生かすため、毎月の内容を新規
の Blog 上でも展開して行くことになった。
********************************************************
Photoshop 研究講座　平野正志　講師

「Silver efex（シルバーエフェックス）」

シルバーエフェックスはフォトショップのフィルターに格
納される、モノクロ調整用の Plag in ソフトだ。Silver efex 
pro2 となり格段に使いやすくなったので考察する。
初期表示はプリセットカテゴリーと画像表示「グローバル
調整」の画面となる。プリセットはあらかじめ設定され、
それぞれの調整画像のサムネールが現れ、37 種類もある。
その他にお気に入りとして登録することも可能だし、WEB 
にはプリセットの別のサンプルも用意され自由にダウン
ロードできる。
グローバル調整には明るさコントラストに加えてストラク
チャがある。これはさらにデテールを加えたいときに「画
像全体のオブジェクトとエッジを識別して、それぞれのオ
ブジェクトのエッジに影響を与えずコントラストを高める。
その他ダイナミックブライトネス、アンブリファイホワイ
ト、アンブリファイブラック、ソフトコントラストなど様々
なコントラスト調整メニューがある。
最終調整ではトーニング、ビネット、周囲焼こみ、画像フ
レームがある。部分調整はニコンのソフトでおなじみの「コ
ントロールポイント」の機能がある。
モノクロ作品づくりの調整についてはこのソフト内で完結
するように作られており、非常に上がりもよい。
値段も手ごろで、厖大化しすぎた Photoshop に抵抗を持つ
ユーザも少なくないようで、有効だろう。
但し Photoshop のプラグインなので、残念ながら肝心の
Photoshop が無いことには使えないが…！
********************************************************

ビネットや周囲焼込などのエフェクト効果も自在

伊丹会員（左）の質問に応える平野正志講師
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≪ビネット≫
オフ、レンズフォール 1、レンズフォール２、レンズフォール３、白フレーム 1、白フレー

ム２、黒フレーム１、黒フレーム２、カスタムがある。詳細設定では適応量、円形、四

角形、サイズがあり調整はカスタムになる。

≪周囲焼こみ≫

オフ、すべてのエッジ１、すべてのエッジ２、すべてのエッジ１（ソフト）、すべてのえっ

じ２（ソフト）、カスタムがある。

詳細設定に適用量、サイズ、ボケ幅の設定があり、調整はカスタムとなる。

ビネットでは周りを明

るくしたり暗くしたり

でき、適応量など調整

できる。

周囲焼きこみは各辺そ

れぞれでも可能で、四

辺を同時にもできるし

一辺だけでも可能だ。

左は上の辺だけを暗く

焼きこんだ。

今月の 1 枚：勉強会当日に行われていた葛飾『わいわいフェ
スティバル』では、永冨会員と遠藤会員がポートレート撮
影～その場でプリントサービスの実演を行い大盛況！
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Silver efex pro2

インスツールするとフォトショップのフィルターにプラグインされる。

Nik Software → Silver Efex pro 2 を選択する

初期表示はプリセットカテゴリーと画像表示「グローバル調整」の画面となる。プリセットはあらかじめ設定され

た調整を名前をつけて保存しており、それぞれの調整画像のサムネールが現れる。驚くのはその種類、クラシック、

モダン、ビンテージと分類されこれだけでも３７種類ある。そのほかにお気に入りとして登録することも可能。ま

た WEB にはプリセットの別のサンプルも用意され自由にダウンロードできる。これも４２種類もありダウンロー

ドしたファイルはカスタムに取り込んで呼び出すことができる。

各プリセットは右の「グローバル調整」のさまざまな調整と連携しており、それぞれのプリセッ

トを選択すると、そのプリセットで調整されたグローバル調整の各調整値にグローバル調整が

微調整される。それ以上に調整したければそこから各調整の値を修正すればよいというわけだ。

全く初めから調整を始めることもできるが、とりあえず好みに合ったプリセットを選択し、そ

の上で微調整をするという流れも可能となる。

プリセットには極端な調整をしたもの、ビネットや調色を含むものまである、さまざまな例が

提示されている状態といってよい。

好みに合うプリセットがなければ一番上のニュートラルを選択し、そこから一つ一つグローバ

ル調整の項目を試してみることになる。

Photoshop プラグインの Silver efex pro2 の画面

平野講師作成の詳細な Silver efex のデータ表


